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Account Books of Mitsui’s Banking Group in 1720’s 
 


























（1680 年代）にかけて営業店を増やしていった。そして、京都・江戸・大坂の 3 都において
呉服店と両替店をそれぞれ開設することによって、基幹事業となる呉服業と両替業の基盤を




三井家の決算制度は次の 3 段階に分かれて行われていた（三井文庫、1973、pp.810-811）。 
第 1 段階 各営業店は毎期末にその所属する一巻の本店である京都店に決算帳簿を提出す
る。 
第 2 段階 本店と両替店の京都店は自店を含む一巻の決算を行い、それを大元方へ提出す
る。 
第 3 段階 大元方は両一巻の決算と自己の収支を含めて総決算を行う。 






 その一方で、第 1 段階と第 2 段階における三井家の営業店の会計方法や会計帳簿に関する
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都糸店、小名木川店 4)の 15 店をあげている（三井文庫、1973、p.9）。 
 三井家の営業店は、元禄期から宝永期にかけてグループ化への構想が進められていた。三
井高利の次男高富は、三井家の家法草案を表した『高富草案』において、営業店を本店、両
替店、綿店の 3 つのグループに分けて、各営業店は 3 つのグループのいずれかに所属させる
という案を提示している（三井文庫、1980、p.94）。その結果、宝永 2（1705）年に、京都本





























24  嘉悦大学研究論集 第59巻第1号通巻109号 平成28年10月 
 
（出所）西川（1993）p.111 を一部修正。 















 『規矩録』は、大元方設立直前の宝永 6（1709）年 12 月に、各営業店に対して元建高、功
納高および余慶金の処理を申し渡した文書である。『規矩録』は合計 7 冊作成されたというこ




























































































































































 (1) 大元方から京両替店へ「元建」として銀 1,000 貫目を渡す。この元建にみあう「商徳
功納」として、年に銀 200 貫目（盆 100 貫目、年末 100 貫目）を大元方へ渡す。 













 (7) 「元建」銀のほかに店々が大元方から借りた銀の利息は、銀 1,000 貫目以上は年 7 分、
500 貫目以上は年 9 分、500 貫目以下は年 1 割とする。この利息は年 2 回に支払う。 
 (8) 元銀不足の場合は、年 1 割 5 分の利息付きで大元方から渡す。 
 (9) 三井家の者で店に在勤しているときの諸費用（小遣入用・上下の路用等）は大元方へ
振替請求する。 
 (10) 10 分 1 褒美銀の支給率は支配人 10 歩、組頭 6 歩、上座 2、3 歩とし、手形で渡す。
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年に新建が申し渡されている。『両替店新建帳』（三井文庫所蔵史料、続 1700-1～3）7)は 3 冊














大元方からの貸出額は 6,000 貫を上限とし、1 年に 2 回利息を納めることと定めている。利率
は 4,000 貫から 500 貫単位で定められており、貸出額に対する利率と利息は表 1 のとおりで
ある。 
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4,000 貫 0.85％ 221 貫 187 貫 
4,500 貫 0.8 ％ 234 貫 198 貫 
5,000 貫 0.77％ 250 貫 250 匁 211 貫 750 匁 
5,500 貫 0.75％ 268 貫 125 匁 226 貫 875 匁 
6,000 貫 0.7 ％ 273 貫 231 貫 
（出所）三井文庫（1973）pp.265-269 から作成。 
 
 三井家の決算は年 2 回であり、会計期間は 1 月 1 日から 7 月 14 日までの 6.5 か月と、7 月
15 日から 12 月 31 日までの 5.5 か月であった。そのため貸出額に利率を乗じて 1 か月分の利
息を算出し、それに 6.5 を乗じた額が春季分、5.5 を乗じた額が冬季分の利息となる。 
 大元方に利息を支払った後の利益処分については、次のように申し渡されている。 
「右建之通利銀大元方江相納、残テ優銀之内 
  十歩一     店褒美ニ遣 
  但元〆ヨリ惣手代配分法之通ニ可仕候、尤配分之節元〆ヨリ此方江窺可申候事 
 右十歩一引残之銀高店持、此利足月六ノ法ニ勘定可仕候事 
  但三ケ年宛積置申事 












3.2.2 享保 4（1719）年の『両替店新建帳』 
 享保元（1716）年の『両替店新建帳』において、「右之建三ケ年切ニ相定、四年目ヨリは又
新建ニ相改候間、其旨相心得可申事」（三井文庫、1973、p.266）と定められたとおり、享保 4
（1719）年 1 月に新たに新建の申し渡しがなされた。その内容は次のとおりである。 




  四宝銀六百貫目 
        小形金弐千百両 
        四宝銀百弐拾貫目 
   二口銀ニ〆弐百拾六貫也 
 一小形金三千両 
  四宝銀六千六百貫目 
   此利銀五百三拾三貫五百弐拾匁  月六半之建 
  元建 
     金壱万両 
     銀七千弐百貫目 
      但四宝銀八千貫目之新建、新銀弐千貫目分也 
  利銀 
   合七百四拾九貫五百弐拾目 
  右之積りを以、向後壱ケ年ニ四宝銀七百五拾貫目之定法半季ニ乾金四百六拾八両三歩・
四宝銀三百三拾七貫五百目宛、大元方江相納可申事 




こで、江戸両替店と大坂両替店の元建である 7,000 両と 600 貫に、京都両替店への貸出額で
ある 3,000 両と 6,600 貫を合計して、10,000 両と 7,200 貫を新建とした。なお、1 両は 80 匁で
換算されており、銀換算した新建は 8,000 貫（新銀で 2,000 貫）となる。同様に新建に対する
利銀も、江戸両替店と大坂両替店の功納である 1,200 両と 120 貫（銀換算した合計は 216 貫）
に、京都両替店への利息 533 貫 520 匁（利率は月 0.65％）を合計した 749 貫 520 匁に近い 750





3.2.3 享保 7（1722）年の『両替店新建帳』 










  但江戸・大坂両替店ハ不及別建、京都両替店ﾖﾘ分ケ建ニシテ壱割壱歩ノ法 
   此功納壱ケ年分 
    金五百五拾両 
    銀百九拾八貫目 
 右之積りを以向後半季ニ金弐百七拾五両・銀九拾九貫目宛、七月晦日・正月晦日大元方江
相納可申事」（三井文庫、1973、p.268） 
 両替店一巻の元建として 5,000 両と 1,800 貫が大元方から京都両替店に渡され、江戸両替店
と大坂両替店の元建は京都両替店から分け与えることとされた。1 年分の功納は、元建に対
して年利 11％の 550 両と 198 貫である。これを 7 月末日と 1 月末日の 2 回に分けて、それぞ

























































4.2.1 享保 4（1719）年上期から享保 6（1721）年下期までの『目録寄』 
享保 4（1719）年上期と下期の 2 期分の『目録寄』の内容は、京都・江戸・大坂の 3 両替
店のそれぞれの「延銀」9)と、「延銀」から奉公人への褒美銀に充てられる「十分一」を差し






の 3 つの部分の記載内容を整理したのが、表 2から表 4である。 
 











京都両替店           93 貫 573 匁 8 分 2 厘 7 毛 
内 十分一定法引        9 貫 357 匁 3 分 
残而                           84 貫 216 匁 5 分 2 厘 7 毛 
江戸両替店           188 両 1 歩 
                    9 匁 6 分 2 厘 
内 十分一定法引       18 両 3 歩 
残而                           169 両 2 歩 
                                  9 匁 6 分 2 厘 
大坂両替店           22 貫 613 匁 5 分 2 厘 2 毛 
内 十分一定法引        2 貫 261 匁 3 分 
残而                           20 貫 352 匁 2 分 2 厘 2 毛 
合               188 両 1 歩 
                116 貫 196 匁 9 分 6 厘 9 毛 
内 三ケ所十分一定法高引   18 両 3 歩 
11 貫 618 匁 6 分 
残而                            169 両 2 歩 
104 貫 578 匁 3 分 6 厘 9 毛 
二口銀ニ〆                          112 貫 700 匁 
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      持銀之寄 
京都両替店 亥壱ケ年分延銀之利十分一共  147 貫 313 匁 4 分 8 厘 5 毛 
京都両替店子盆前延銀            93 貫 573 匁 8 分 2 厘 7 毛 
二口〆                  240 貫 887 匁 3 分 1 厘 2 毛 
 内 十分一定法引             23 貫 373 匁 5 分     
残而                              217 貫 513 匁 8 分 1 厘 2 毛 
江戸両替店 亥壱ケ年延金十分一共     828 両 3 歩 
                         11 匁 3 分 9 厘 
江戸両替店 子盆前延金          188 両 1 歩 
                          9 匁 6 分 2 厘 
二口〆                 1,017 両 
                         21 匁 0 分 1 厘 
 内 十分一定法引            101 両 2 歩       
残而                              915 両 2 歩 
                                    21 匁 0 分 1 厘 
大坂両替店 亥壱ケ年延銀元利十分一とも   44 貫 253 匁 5 分 1 厘 
大坂両替店 子盆前延銀           22 貫 613 匁 5 分 2 厘 2 毛 
二口〆                   66 貫 867 匁 0 分 3 厘 2 毛 
 内 十分一定法引             6 貫 454 匁 3 分     
残而                               60 貫 412 匁 7 分 3 厘 2 毛 
三ケ所 合               1,017 両 
                     307 貫 775 匁 3 分 5 厘 4 毛 
 内 十分一定法引            101 両 2 歩 
                      29 貫 827 匁 8 分     
残而                              915 両 2 歩 
                                277 貫 947 匁 5 分 5 厘 4 毛 
二口銀ニ〆                           321 貫 800 匁       
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共」147 貫 313 匁 4 分 8 厘 5 毛が享保 4（1719）年上期と下期の「十分一」褒美銀控除前の「延
歩通り 
大元方ヨリ預 三ケ所両替店一致之建   2,000 貫 
牧野様引当 紀伊守様預          125 貫 
〆                              2,125 貫 
大元方へ功納に当半季之利高         95 貫 600 匁 
大元方へ納め利足之外京都延銀        93 貫 500 匁 
江戸店延金               代銀 9 貫 
                    （金 188 両 1 歩） 
大坂店延銀                 22 貫 600 匁 
四口                              220 貫 700 匁 
 残銀高ヲ右 2,125 貫匁ニなし 
  月 1 歩 598 ニ当ル 
  年 1 割 9 歩 176 ニ当ル 
 
京都一方之通り 
大元方ヨリ建              2,000 貫 
牧野様 紀伊守様引当           125 貫 
〆                              2,125 貫 
大元方へ納め当半季利足高          95 貫 600 匁 
大元方へ納め利足之外延銀          93 貫 500 匁 
〆                               189 貫 100 匁 
 残高ヲ右 2,125 貫目之なし 
  月 1 歩 3691 ニ当ル 
  年 1 割 6 歩 423 ニ当ル 
 
江戸一方之通り 
京都之建元方ヨリ預                      5,000 両 
京都両替店へ功納ニ渡ス          375 両 
右京都へ相渡し功納之外延金        188 両 1 歩 
〆                               563 両 1 歩 
 残高ヲ右 5,000 両之なし 
  月 1 歩 733 ニ当ル 
  年 2 割 096 ニ当ル 
大坂一方之通り 
京都之建大元方ヨリ預                      250 貫 
京都両替店へ功納渡ス            18 貫 750 匁 
右京都へ相渡候功納之外延銀         22 貫 600 匁 
〆                                41 貫 300 匁 
 残高ヲ右 250 貫ニなし 
  月 2 歩 543 ニ当ル 
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銀」であり、これに当期純利益である「子盆前延銀」93 貫 573 匁 8 分 2 厘 7 毛を足して「延
銀」の累計額 240 貫 887 匁 3 分 1 厘 2 毛を算出する。「延銀」の累計額から、「十分一」褒美








店一致之建」が 2,000 貫と牧野家と紀州徳川家からの預り金である「牧野様引当 紀伊守様
預」125 貫が計上されている。これらの合計 2,125 貫が両替店一巻の営業活動への投下資金と
なる。続いて大元方への功納と京都・大坂・江戸の 3 両替店の当期の「延銀」が計上されて
いる。大元方への功納額は 95 貫 600 匁である。京都・江戸・大坂の 3 両替店の「延銀」は、
それぞれ 93 貫 500 匁、9 貫、22 貫 600 匁が計上されている。京都両替店の当期「延銀」は
93 貫 573 匁 8 分 2 厘 7 毛であるが、10 匁以下は切り捨てられている。大坂両替店の当期「延
銀」も同様である。江戸両替店の「延金」は 188 両 1 歩であるが、銀 9 貫に換算されている。
大元方への功納と 3 両替店の「延銀」の合計額は 220 貫 700 匁となる。「残銀高ヲ右 2,125 貫
匁ニなし 月 1 歩 598 ニ当ル 年 1 割 9 歩 176 ニ当ル」とあるのは、投下資金 2,125 貫に対
する功納額・「延銀」220 貫 700 匁の 1 月当たりと 1 年当たりの割合である。すなわち、220
貫 700 匁は 6.5 か月分なので、1 月当たりの功納・「延銀」合計は約 33 貫 953 匁となる。33
貫 953 匁を投下資金の 2,125 貫で除すと約 0.01598（1.598％）となり、この数値は功納額控除
前の 1 か月当たり投下資本利益率を表しているのである。なお、0.01598 に 12 を乗じると、1
年当たり投下資本利益率 0.19176（19.176％）となる。 
「京都一方之通り」では京都両替店の投下資本 2,125 貫、大元方への功納 95 貫 600 匁、当
期「延銀」93 貫 500 匁が計上され、功納額控除前の投下資本利益率が 1 月当たり 1 歩 3691
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銀」2,546 貫 645 匁 8 分 1 厘 4 毛から投下資本である「元建ニ成ル」2,405 貫 730 匁 9 分 4 毛
が差し引かれ、当期の「延銀」140 貫 914 匁 9 分 1 厘が計算される。「元建ニ成ル」の内訳は
「元建」、「申酉弐ケ年戌盆前延銀」、および「十分一割渡ス渡シ残」である。「元建」は、享
保 7（1722）年の新建申し渡しでは 5,000 両と 1,800 貫であり、享保 8（1723）年上期までは
「金五千両銀千八百貫目代り」として 2,100 貫が計上されていたが、享保 8（1723）年下期以
降は 2,000 貫となっている。「申酉弐ケ年戌盆前延銀」は、前の三年勘定以後の享保 13（1728）




銀」は功納額控除前のものであり、それの投下資本利益率が 1 月当たり平均 1 歩 0065
（1.0065％）、1 年当たり平均 1 割 2 歩 78（12.78％）と算出されている。続いて、「延銀」の
内訳として、京都両替店、江戸両替店、大坂両替店の「延銀」が記載される。そして、「延銀」
140 貫 914 匁 9 分 1 厘から「当季大元方功納」100 貫を差し引いて、功納額控除後の「延銀」
である「功納之外持銀」40 貫 914 匁 9 分 1 厘が算出される。なお、大元方への功納額は享保






当季有銀ニ立                         2,546 貫 645 匁 8 分 1 厘 4 毛 
 内 元建           2,000 貫 
   申酉弐ケ年戌盆前延銀   325 貫 262 匁 2 分 8 厘 2 毛 
   十分一割渡ス渡シ残     80 貫 468 匁 6 分 2 厘 2 毛 
 〆 元建ニ成ル                        2,405 貫 730 匁 9 分 0 厘 4 毛 
 残 延銀                           140 貫 914 匁 9 分 1 厘 
  歩平均 月 1 歩 0065 
      年 1 割 2 歩 78 
 内 京店延銀          90 貫 811 匁 6 分 8 厘 4 毛 
   江戸店延銀         7 貫 337 匁 0 分 2 厘 1 毛 
   大坂店延銀         42 貫 766 匁 2 分 0 厘 5 毛 
 〆              140 貫 914 匁 9 分 1 厘   
 内 当季大元方功納      100 貫 
   功納之外持銀        40 貫 914 匁 9 分 1 厘   
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申壱ケ年荒延銀                                618 貫 220 匁 1 分 3 厘 7 毛 
 内 京都分                  381 貫 375 匁 6 分 1 厘 6 毛 
   江戸分                   55 貫 242 匁 4 分 6 厘 1 毛 
   大坂分                  181 貫 602 匁 0 分 6 厘   
 〆 
酉壱ケ年右同断                                586 貫 641 匁 8 分 8 厘 2 毛 
 内 京都分                  368 貫 757 匁 0 分 4 厘 5 毛 
   江戸分                   35 貫 353 匁 8 分 5 厘 4 毛 
   大坂分                  182 貫 530 匁 9 分 8 厘 3 毛 
 〆 
戌壱ケ年右同断                                522 貫 466 匁 4 分 5 厘 
 内 京都分                  338 貫 827 匁 6 分 6 厘 3 毛 
   江戸分                   55 貫 909 匁 7 分 2 厘 7 毛 
   大坂分                  127 貫 729 匁 0 分 6 厘   
 〆 
三口合                                   1,727 貫 328 匁 4 分 6 厘 9 毛 
 此内預 京都店               1,088 貫 960 匁 3 分 2 厘 4 毛 
     江戸店                146 貫 506 匁 0 分 4 厘 2 毛 




申酉戌三ケ年功納                                600 貫 
同三ケ年臨時納                                 104 貫 400 匁 
同三ケ年引捨物                                 415 貫 714 匁 0 分 7 厘 7 毛 
 内 於京江戸大坂三ケ年為御替方 届入目    94 貫 831 匁 8 分 4 厘 5 毛 
   同断店前諸入目                53 貫 989 匁 4 分 3 厘 2 毛 
   同断 方諸入目               119 貫 053 匁 
   同断名代支配人但預役料            89 貫 119 匁 8 分 
   同断当印退銀                 58 貫 720 匁       
 〆 
京江戸大坂延銀高預二ノ法要銀積                         241 貫 037 匁 2 分 
四口合                                    1,361 貫 151 匁 2 分 7 厘 7 毛 
残而                                      366 貫 177 匁 1 分 9 厘 2 毛 
 内 十分一引                   36 貫 610 匁 
   臨時功納百四貫四百目之十分一         10 貫 440 匁 
   預二ノ法退銀弐百四拾壱貫目余ノ十分一     24 貫 100 匁 
 三口〆 十分一高                                71 貫 150 匁 
指引残而 申酉戌三ケ年功納外正味延銀  納ニ立ル                295 貫 027 匁 1 分 9 厘 2 毛 
又 未 迄功納外持銀戌 迄之納残り                       608 貫 292 匁 1 分 9 厘 1 毛 
二口合 店持高                                 903 貫 319 匁 3 分 8 厘 3 毛 
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から「払方」を差し引いて残高を求め、そこからさらに「十分一」を差し引いて「功納外延
銀」を計算している。 
 「入方」の部では、享保 13（1728）年上期から享保 15（1730）年下期までの 3 年間の「荒
延銀」が 1 年ずつ計上されている。「申壱ケ年」は享保 13（1728）年、「酉壱ケ年」は享保 14
（1729）年、「戌壱ケ年」は享保 15（1730）年のことである。3 年間の「荒延銀」は、「三口
合」の 1,727 貫 328 匁 4 分 6 厘 9 毛となる。 
 「払方」の部は、「申酉戌三ケ年功納」「同三ケ年臨時納」「同三ケ年引捨物」「京江戸大坂
延銀高預二ノ法要銀積」の 4 項目からなっている。「申酉戌三ケ年功納」は、毎期大元方に納
める功納の 3 年間分の合計である。同様に「同三ケ年臨時納」は、毎期 100 貫納める功納と
は別に大元方に納めた功納の 3 年間分の合計である。「同三ケ年引捨物」は両替店一巻として
3 年間に要した諸費用であり、「京江戸大坂延銀高預二ノ法要銀積」は「延銀」の積立高と思
われる。これらの「払方」4 項目を合計したのが「四口合」の 1,361 貫 151 匁 2 分 7 厘 7 毛で
ある。 
 「入方」合計 1,727 貫 328 匁 4 分 6 厘 9 毛から「払方」合計 1,361 貫 151 匁 2 分 7 厘 7 毛を
差し引いたのが「残而」366 貫 177 匁 1 分 9 厘 2 毛となり、3 年間の「荒延銀」から功納など
の必要諸経費を差し引いた後の 3 年間分の「延銀」となる。なお、この額は、『目録寄』の末
尾に記載されている「功納之外持銀」の享保 13（1728）年上期から享保 15（1730）年下期ま
での 6 期分の合計額と一致する。3 年間分の「延銀」からは、3 項目の「十分一」が差し引か
れる。最初の「十分一引」は、3 年間分の「延銀」366 貫 177 匁 1 分 9 厘 2 毛に対する「十分
一」で、「臨時功納 104 貫 400 目之十分一」は「臨時納」に対する十分一、「預二ノ法退銀 241
貫目余ノ十分一」は「京江戸大坂延銀高預二ノ法要銀積」に対する十分一である。3 年間の
「延銀」366 貫 177 匁 1 分 9 厘 2 毛から 3 項目の「十分一」の合計「三口〆 十分一高」71
貫 150 匁を差し引いたのが「指引残而 申酉戌三ケ年功納外正味延銀」295 貫 027 匁 1 分 9
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